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愛知県蟹江警察署スクールサポーターの＊＊＊＊様を講師にお招き

して、４・５・６年生の児童を対象にＳＮＳ講話を行いました。ＳＮ

Ｓ（Social Networking Service の略）はこれからの時代を生きてい

く上で必要なものです。そして、その危険性を理解した上で使っていくことが大切です。  

＊＊様からＳＮＳに関するパンフレットをいただきました。そこに付け加える内容とし

て元警察官の立場からお話がありました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後の「目の前の友達を大切にする」という言葉に、インターネットの向こう側の誰か

分からない人を信用するよりも、今の友達や家族・先生を信頼してほしいという願いを感

じました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ケアギバーとは、介護する人のことです。広い意味で、がん患者（サバイバー）の家族

や遺族、支援者などもケアギバーと言います。  

 

 

 

 

 

 

 

 

「がん教育」出前授業  １２月１９日（火）  

 

ＳＮＳ講話  １２月１４日（木）   

お話の要点  

・自分の情報を教えない。（誕生日・住所・電話番号など）  

・友達にも自分のアカウントやパスワードを教えない。  

・誕生日をパスワードにしない。  

・パスワードにアンダーバーを入れると推測されにくいのでよい。  

・「インターネットで配信する」とは全世界に伝えるということ。  

・インターネットで出会った人は、その人が言っている通りの人とは

限らない。  

・目の前にいる友達を大切にすること。  

「ミニコンサート」１年生・４年生  １２月１９日（火）  

 

 「若年性がんサバイバー＆ケアギバー集いの場  くまの間」代表  

＊＊＊＊様を講師にお招きし、がん教育を行いました。  

 がんと診断されてから、自分を支えてくれた人との出会いがとて

も力になり、前を向いて生きているとお話されました。家族や友達

が大きな病気をした時、話を聞いてあげる、一緒に隣にいてあげる

ことは、私たちでもできます。そうすることで力になれると教えて

いただきました。また、「自分が困ったことがあったら、自分から

ＳＯＳを発することが大切です」とアドバイスをいただきました。 

専科の佐藤先生に教えていただいている１年生と４年生が音楽

の時間にミニコンサートを行いました。日頃の練習の成果を発揮

して、元気な歌声と心を一つにした演奏を聞かせてくれました。  


